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毎 日 新 聞

々 ・ シ ご る か 絶 が ツ 想

晃  Vキ を と し 国
に

の シ 映
一  に ン ソ ¬ て 内 す 砂 ル る日  次 グ lす い 外 る 浜 工 幻

香川・父母ケ浜

県
西
部
の

隧
灘

に
面
し
、
南
北
方

向
に
約
１
♂
の
父
母
ケ
浜
海
水
浴
場
。

浜
は
遠
浅
で
干
潮
時
に
大
き
な
潮
だ
ま

り
が
で
き
や
す
く
、
風
が
や
ん
だ

「な

ぎ
」
の
状
態
に
な
る
と
空
が
く

っ
き
り

と
水
面
に
映
り
込
む
。
夕
日
が
水
平
線

に
沈
む
時
、
空
や
潮
だ
ま
り
は
刻
々
と

色
を
変
え
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、

「奇
跡

の
絶
景
」
と
言
わ
れ
る
南
米

。
ボ
リ
ビ

ア
の

「ウ

ユ
ニ
塩
湖
」
に
な
ぞ
ら
え
る

声
も
あ
る
。

１
年
前
ま
で
冬
場
は
散
歩
す
る
人
も
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ま
ば
ら
だ

つ
た
。
注
目
さ
れ
る
き

っ
か

孵

は
、
三
豊
市
観
光
交
流
局
の
石
丼

紫

さ
ん

（３６
）
が
昨
年
４
月
、
知
人
が

撮
影
し
た
写
真
を
フ

ェ
イ
ス
プ

ッ
ク
に

投
稿
し
た
こ
と
。
写
真
は
す
ぐ
に
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
で
拡
散
さ
れ
た
。

石
丼
さ
ん
は

「行

っ
た
け
ど
撮
れ
な

か

っ
た
」
と
の
書
き
込
み
に
見
ご
ろ
の

日
時
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
テ
レ
ビ
番

組
で
紹
介
さ
れ
、
台
湾
で
は
父
母
ケ
浜

を
訪
れ
る
ツ
ア
ー
も
登
場
し
た
。
百
数

十
台
の
駐
車
場
か
ら
車
が
あ
ふ
れ
た
こ

と
も
。
簡
易
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
た
。

シ

ャ
ッ
タ
ー
チ

ャ
ン
ス
は
干
潮
と
日

没
が
重
な
る
時
間
に
来
る
。
そ
の

一
瞬
、

あ
ち
こ
ち
で
撮
影
が
始
ま
り
、
知
ら
な

い
人
同
士
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
り

合
う
光
景
が
見
ら
れ
る
。

「条
件
が
整

え
ば
自
慢
し
た
く
な
る
写
真
が
簡
単
に

撮
れ
る
。
浜
の
表
情
は
毎
日
変
わ
り
、

日
々
違
う
絶
景
に
出
会
え
る
点
が
魅

力
」
と
石
丼
さ
ん
。
見
ご
ろ
や
撮
影
の

ポ
イ
ン
ト
は
三
豊
市
観
光
交
流
局
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い
る
。


